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がんの子どもを守る会は、1968年に小児がんで子どもを亡くした親たちに
よって設立され、小児がんが治る病気になってほしい、また小児がんの
患児・家族を支援しようという趣旨のもと活動している団体です。

後援：厚生労働省

ICCD



毎年世界中で40万人もの子どもたちや青年ががんと診断され、病気と闘って

います。こうした厳しい現実を知ってもらうため国際小児がんの会（CCI＊）

は、毎年2月15日を「国際小児がんデー」とし、2002年以来、世界中の団

体と連携してさまざまなキャンペーンやイベントを実施しています。

世界中の小児がん患者が最善のケアを受けることができるように、情報や
経験を分かち合うことを使命として設立された連盟です。現在90か国から
170団体の会が加盟しており、国際的なネットワークを築いています。
がんの子どもを守る会は、世界で最も歴史のある小児がん親の会として
1997年より加盟しています。

当会もこの趣旨に賛同し、毎年この時期に「国際小児がん月間」を設け、

小児がんに対する理解と支援の輪が広がることを目指して、本部・支部、

会員、ボランティア、支援者が一体となり、全国一斉に小児がん啓発

キャンペーンを展開しています。小児がんの医療が向上し、療養環境が一

層整備されていくことを心から願っています。

毎年2月15日は「国際小児がんデー」です。

＊CCI （Childhood Cancer International）とは・・・



イベントなど がんの子どもを守る会の本部・支部が主催したものと
他の機関が主催したものと併記しております

＜案内チラシより↓＞

2021年のキャンペーン活動は新型コロナウイルス感染症拡大予防・防止の観点を十分に
踏まえ、各所のご理解とご協力を得ながら実施いたしました



公共施設や病院、ショッピングモールで小児がんの子どもたちが描いた絵画のパネルや小児
がんの資料展示、また街頭などでの募金・啓発活動を行いました。一部ですが紹介致します。

活動の様子 がんの子どもを守る会の本部・支部が主催したものと
他の機関が主催したもの

北海道大学病院 小児病棟

琉球大学

仁愛短期大学

福井大学医学部附属病院

沖縄県立南部医療センター・こども
医療センター

本馬医院（福井県）

敦賀医療センター

広島大学病院

福井県立病院 福井県済生会病院

東京都立小児
総合医療センター

岡山大学病院

埼玉県立
小児医療センター



嘉麻市役所

シルバーケア嘉穂

福井県庁

イオンモール福津

福岡県庁

直方市役所

飯塚市中央公民館
(イイヅカコミュニティセンター)

飯塚信用金庫
本店

山田図書館

嘉穂図書館

岡山市立中央図書館

福岡市役所

飯塚市役所本庁舎

文京区（東京都）

ボンジュルネ
マルブン

ミネット

桂川町立
図書館

ウェルとばた



小児がんのことについて啓発活動を行いました。一部ですが紹介致します。

敦賀気比高校 福井県立若狭高校

嘉麻市の恵大保育園、めぐみ保育園、山野保育園の
子どもたち

福井市総合ボランティアセンターの
ものづくり講座

福津市立図書館

協力等のイベント

小児がん治療支援チャリティーライヴ
LIVE EMPOWER CHILDREN 2021 supported by Aflac
無観客・無料生配信
【主催】一般社団法人「Empower Children」／株式会社朝日新聞社

小児がんなど難病と闘う子どもたちと東京オリンピック・パラリンピックを目指すアスリート
をつなぐプロジェクト「ともに、かなえる」
【主催】毎日新聞社

カフェ縞

栃木県庁

小児がんWEB 交流フェスタ 2021
【主催】国立成育医療研究センター小児がんセンター／小児がん相談支援センター

プレステージ・インターナショナル

サントムーン柿田川



ゴールドリボンツリー
ゴールドリボンツリー（小児がんのシンボルである
「ゴールドリボン」で装飾したツリー）が地域でも広がり、
ツリーが賑やかに装飾されたり、応援メッセージがたく
さん寄せられたりするなどの反響がありました。

道の駅しんよしとみ

九州大学病院

宗像市民図書館

小竹町役場

桂川町保健福祉センター
ひまわりの里

桂川町役場

九州がんセンター

福井県庁

福井県立病院
福井赤十字病院

福井県済生会
病院

メイトム宗像 サンリブくりえいと宗像

織田廣喜美術館



メディア紹介

NHKニュース（福井県）

むなかたタウンプレス

FM77.3 福井街角放送
他

国際小児がんの会（CCI）発信：世界共通の取り組みとしてWEB上で小児がんの患者・ご家族、経験者の方
のメッセージ＆ハンドプリントを集め掲載しました。

朝日新聞（告知欄）
朝日新聞福井版
毎日新聞福岡版
福井新聞
山陽新聞
西日本新聞

他

NHK福岡放送局 RKBタダイマ

Facebook・InstagramでWEB発信



ご協力いただいた行政機関、公共施設、企業など（順不同・敬称略）

活動場所を提供いただいた施設さま、他、ご協力いただいた皆さま全てを掲載
できず申し訳ございません。

＜行政・公共機関等＞
宮城県庁、栃木県庁、文京区（東京都）、岡山県庁、岡山市立中央図書館、岡山県難病相談支援セン
ター、福井県庁、福岡県庁、福岡市役所、嘉麻市役所、直方市役所、飯塚市役所、小竹町役場、
宗像市民図書館、嘉穂図書館、山田図書館、桂川町役場、桂川町立図書館、桂川総合福祉センター、
ウェルとばた、メイトム宗像、宗像・遠賀保健福祉環境事務所、イイヅカコミュニティセンター、
飯塚市役所筑穂支所、福津市立図書館、添田町役場、浦添市役所、沖縄市役所 他

＜病院等医療機関＞
北海道大学病院小児科病棟、市立釧路総合病院、福島県立医科大学附属病院、埼玉県立小児医療
センター、筑波大学附属病院総合がん診療センター、浜松医科大学医学部附属病院、静岡県立こど
も病院、名古屋市立大学病院、山形大学病院、山梨大学医学部附属病院、舞鶴医療センター、大津
赤十字病院、大阪市立総合医療センター、倉敷中央病院、愛媛大学医学部附属病院、東京医科歯科
大学、京都桂病院、大阪母子医療センター、福井大学医学部附属病院、福井県済生会病院、福井赤
十字病院、福井県立病院、本馬医院、敦賀医療センター、岡山大学病院、岡山医療センター、岡山赤
十字病院、岡山済生会総合病院、倉敷中央病院、川崎医科大学附属病院、津山中央病院、高梁中
央病院、金田病院、川崎医科大学総合医療センター、岡山ろうさい病院、岡山市立市民病院、倉敷成
人病センター、広島大学病院、佐賀県健康づくり財団佐賀メディカルセンター、大分大学医学部付属
病院、宮崎大学病院、九州がんセンター、九州大学病院、久留米大学病院、琉球大学病院、沖縄県
立南部医療センター・こども医療センター、琉球大学病院、他

＜教育機関等＞
仁愛女子短期大学、敦賀気比高等学校、若狭高等学校、敦賀看護大学、めぐみ保育園、恵大保育園、
山野保育園、沖縄大学、沖縄県立看護大学、沖縄女子短期大学、沖縄県立鏡が丘特別支援学校、
他

＜企業・商業施設、団体等＞
アフラック生命保険株式会社、アフラック販売代理店、明治安田生命保険相互会社、日本チャールス・
リバー株式会社、武州製薬株式会社／武州製薬ユニオン、サントムーン柿田川、大阪エヴェッサ、
シーザースキッチン株式会社、カフェ縞、織田廣喜美術館、飯塚信用金庫、サンリブくりえいと宗像、
道の駅しんよしとみ、イオンモール福津、なみきスクエア、一般社団法人kukuru、みやの森カフェ、
る・ふっくらん、プレステージインターナショナルアランマーレ、pizzeriaMaruburin、ケーキ屋ミネット、
ボンジュルネ、セブン-イレブン西鉄香椎駅前店、セブンｰイレブン福岡香椎駅前店、西鉄香椎駅、
ヘアーサロン マーブルヘアー、認定NPO法人こども医療支援わらびの会 他



オリジナルチョコレート 約4,000個

ゴールドリボン（バッジ＆ストラップ） 約500個

本年は、チャリティチョコレートを中心に啓発・チャリティグッズを頒布し、
会報誌やリリース等でご紹介したところ、大変多くのご協力をいただきました。

今回で6回目のキャンペーンとなりますが広く全国に小児がん啓発をするために、当会本部・支
部が一丸となり早くから多方面に協力を呼びかけました。 おかげさまで、2021年2月1日～3
月31日のキャンペーン期間中に2,359,029円の募金・寄付が集まりました。集まった募金・寄
付は小児がんの子どもや家族のために 活用するとともに、その一部は、CCIを通じて発展途上
国の小児がん医療向上に役立てていただきます。

チャリティチョコレート

チャリティチョコレートに
添えた啓発カード

ゴールドリボンバッジ

啓発チラシ／ポスター
チャリティエコバッグ



今回もたくさんの方々に国際小児がんデーのご協力をいただきました。
ありがとうございました。



公益財団法人 がんの子どもを守る会

本部 〒111-0053 東京都台東区浅草橋1-3-12
TEL：03-5825-6311 FAX：03-5825-6316

大阪事務所 〒541-0057 大阪府大阪市中央区北久宝寺2-3-1
TEL：06-6263-1333 FAX：06-6263-2229

home page


